
 

 

 

 

 

 

津島神社周辺エリア観光ターミナル 

整備運営事業(第一期事業) 

 

 

募集要項(別添資料) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年６月 

 

津島市 

  



目 次 

P1  別添資料１ 計画概要（津島駅周辺） 

P2  別添資料２ 対象地周辺の現況(津島神社風致地区の位置情報等を含む。) 

P4  別添資料３ 津島神社の駐車場配置 

P5  別添資料４ 津島神社の参拝客数の推移(観光レクリエーション利用者統計) 

P6  別添資料５ 堀田家住宅の来館者の推移 

P7  別添資料６ 各お祭りの観光客数・地域のまちづくり活動 

P11  別添資料７ 周辺の道路交通量 

P15  別添資料８ 津島駅周辺まちづくり構想（案） 

P48  別添資料９ 津島神社周辺の歴史 

P50  別添資料 10 インフラ整備状況 

P51  別添資料 11 地形測量図 

P53  別添資料 12 堀田家住宅壁面写真 

P54  別添資料 13 北側水路整備予定箇所 

P55  別添資料 14 津島市ふるさと納税返礼品一覧 

P69  別添資料 15 津島商工会議所優良特産推奨品一覧 

P75  別添資料 16 貸付面積の区分イメージ 

P76  別添資料 17 店舗用兼公衆用トイレ・津島おもてなしステーションの区分イメージ 

P77  別添資料 18 津島おもてなしステーションの概要 

P81  別添資料 19 マンホールポンプの位置及び仕様 

P84  別添資料 20 津島市防災ハザードマップ（一部抜粋） 

P89  別添資料 21 土質調査報告書 

P158 別添資料 22 スマートフォンの GPS位置情報データを用いた津島神社及び天王川公園の来訪者数※ 

※別添資料 22 については、管理者が公表するデータではないので市ホームページに掲載することは控

え、第５章／２／（２）に示す「補足資料の提供」により、平面図(地形測量図)の CADデータと合わ

せ申込者に提供する。 



                                     

文
化
会
館

 

天
王
通
１

 

又
吉
二

 

天
王
通
５

 
藤
浪
１

 

現
状

(
W
=
6
.
0
m
)
 

将
来

形
 

江
西
町

 

津
島
駅
関
係

 

駅
東
側
で
人
口
密
度
の
高
い

 

「
駅
ち
か
居
住
地
」
の
実
現
に
向
け
て
、

 

用
途
地
域
等
の
見
直
し
を
実
施
中

 

（
R

6
年
度
中
）
 

清
正
公
社

 

コ
ン

ビ
ニ

 
市
有
地
を
活
用
し
た

 

拠
点
事
業

 

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

 

を
含
む
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
拠
点
事
業

 津
島
駅
か
ら

7
0
0
m

 

コ
ン
ビ
ニ

 

マ
チ
ナ
カ
に
出
か
け
る
目
的
地
と
な
る

 

新
た
な
拠
点
を
設
置

 

【
対

象
区

域
】

 

：
検

討
対

象
区

域
 

：
市

有
地

 

：
津

島
神

社
所

有
地

 

 

津
島
神
社

 

天
王
通
り
整
備

 
無
電
柱
化
事
業

 

区
域

B
 

（
神
社
有
地
）
 

津
島
駅
関
係

 

津
島
駅
の
再
整
備

 

（都）昭和南本町線 

整備事業 

（整備予定区間） 

コ
ン
ビ
ニ

 

区
域

C
 

（
堀
田
家
住
宅
）
 

今
市
場
町
２

 
区
域

A
 

（
市
有
地
）
 

R
5
：
天
王
川
公
園

 

Ｐ
ａ
ｒｋ

－
Ｐ
Ｆ
Ｉ事

業
完
成

 

 

別
添

資
料

１
 
計

画
概

要
（

津
島

駅
周

辺
）
 

1



     

茶
室

 

津
島
神
社

 

南
門

 

楼
門

 

参
道

 

参
集
所

 

儀
礼
殿

 
■
旧
・
尾
張
津
島
観
光
セ
ン
タ
ー
（
令
和
６
年
度
前
期
取
壊
し
）

 

■
津
島
警
察
署
天
王
交
番

 
■
津
島
神
社

 
南
の
鳥
居

 

天
王

 
交
番

 
鳥
居

 

■
津
島
神
社

 
参
集
所

 

■
津
島
神
社

 
参
道

 

■
津
島
神
社

 
儀
礼
殿

 

■
堀
田
家
住
宅
（
重
要
文
化
財
）
 

⇒
利
活
用
を
検
討
中

 

■
旧
・
わ
ざ
・
語
り
・
伝
承
の
館

 

（
令
和
６
年
度
前
期
取
壊
し
）

 

■
津
島
神
社

 
東
の
鳥
居

 

社
務
所

 

鳥
居

 

別
添
資
料
２

 
対
象
地
周
辺
の
現
況

 

区
域
Ａ

 

■
津
島
神
社

 
茶
室

 

区
域
Ｃ

 

区
域
Ｂ

 

：
市
有
地

 

：
津
島
神
社
所
有
地

 

2



風致地区について 
 

対象用地の北側は、「津島神社風致地区」に指定されています。当該風致地区は、「津島市風致地

区内における建築等の規制に関する条例」で定めている第 3 種風致地区として、風致地区内におけ

る建築物の新築や木竹の伐採などの行為を行う場合に、下表を満たすことが条件とされています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：津島市歴史的風致維持向上計画 

対象用地 

■第 3 種風致地区内における許可等の基準 

津島神社風致地区 
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別添資料４ 津島神社の参拝客数の推移 

１．津島神社の参拝客数の推移 

津島神社は、愛知県内でも有数の観光施設となっています。愛知県の観光レクリ

エーション利用者統計によると、過去 10 年間では概ね 100 万人で推移しており、

2023 年は約 120 万人と最も多くなっています。 

天王祭が通常開催された 2023 年の月別利用者数の推移を見ると、１年のうち最

も利用者が多いのは初詣のある１月となっており、年間利用者数の約４割を占め

ています。その他の月については、約５万～８万人となっています。 

なお、観光レクリエーション利用者統計のデータについては、お賽銭の数から整

理されているとのことです（津島神社より情報提供）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年間利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■月別利用者数の推移（2023 年） 
資料：観光レクリエーション利用者統計 
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別添資料５ 堀田家住宅の来館者数の推移 

年間利用者数は 2017 年の約４千人がピークとなっており、以降は減少傾向とな

っています。なお、2020 年、2021 年は約千人と、コロナ禍の影響を受けていると

考えられます。 

2023 年の月別利用者数の推移を見ると、１年のうち最も利用者が多いのは７月

月となっていますが、月別の傾向は各年によって異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年間利用者数の推移 

資料：津島市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■月別利用者数の推移（2023 年） 

資料：津島市 
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別添資料６ 各お祭りの観光客数・地域のまちづくり活動  

１．各お祭りの観光客数 

(１) 尾張津島天王祭 

尾張津島天王祭は、日本三大川まつり

のひとつで、津島神社の祭礼として約

600 年の歴史があり、絢爛豪華な祭とし

て知られています。宵祭では、提灯を灯

した５艘の巻藁舟が天王川を漕ぎ出し、

朝祭では、市江車を加えた６艘の車楽舟

が漕ぎ渡ります。 

また、昭和 55 年に「尾張津島天王

祭の車楽舟行事」が国の重要無形民俗

文化財に指定されており、平成 28 年 12 月には 33 件の「山・鉾・屋台行事」のひ

とつとして、ユネスコ無形文化遺産に登録されています。 

来訪者数の推移を見ると、2017 年までは、毎年約 23 万～26 万人の観光客が訪

れています。2018 年以降は、悪天候による宵祭の中止や新型コロナウイルスの影

響による祭の中止や縮小開催により、観光客数が減少していましたが、2023 年は

6 年ぶりに 20 万人を超える観光客が訪れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■来訪者数の推移 

 

  

資料：津島市 HP 

開催日程 ７月第４土曜日、日曜日 

開催場所 津島神社、天王川公園 
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(２) 尾張津島藤まつり 

かつて津島市は「藤浪の里」といわれた

ほどの藤の名所で、尾張津島藤まつりは、

その名残を伝えています。会場となる天王

川公園には、長さ 275m、面積約 5,034 ㎡の

藤棚があり、まつり期間中、夜間はライト

アップされています。 

会場では家族で楽しめるイベント、まち

なかでは津島の歴史の古さを物語る町家

等、様々なイベントが開催されています。 

来訪者数の推移を見ると、近年で最も多

い 2016 年は 351,300 人となっています。

その他の年についても、毎年約 20 万～30

万人の来訪者が訪れています。2020 年～

2022 年は新型コロナウイルスの影響によ

り、祭りが中止となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■来訪者数の推移 

  

資料：津島市 HP 
開催日程 ４月下旬～５月上旬 

開催場所 天王川公園とその付近 
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(３) 尾張津島秋まつり 

尾張津島秋まつりは、18 世紀の始めご

ろに始まったと言われています。 

からくり人形をのせた絢爛豪華な山車

が七切、向島、今市場、神守の４地区から

計 16 台(うち２台は休止中)が賑やかに繰

り出されます。どの山車も 100 年以上の歴

史があり、大切な文化財となっています。 

来訪者数の推移を見ると、毎年約

40,000 人の観光客が訪れています。2020

年、2021 年は新型コロナウイルスの影響

により、祭りが中止となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■観光客数の推移  

  

資料：津島市 HP 
開催日程 １０月第１土曜日、日曜日 

開催場所 津島神社、津島駅など 
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２．地域のまちづくり活動 

津島神社や対象区域周辺では、東海三県で寺密度ナンバー１(面積当たりの寺

数)の特性や茶の湯文化を活かしたまち歩きやお茶会や、マルシェや謎解きゲーム

など、様々なイベントが開催されています。 

 

■最近のイベント開催状況 

No イベント 運営等 実施年 

1 津島まち歩きツアー 主催：市、企画・運営：OSHI・津島おもてなしｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ H28～ 

2 謎解きゲーム 主催：市、共催：OSHI H30 ～

R1 

3 津島てら・まち御縁結び 主催：市 R30.7～ 

4 津島おもてなしコンシェルジ

ュ 

主催：市、企画運営：OSHI - 

5 津島おもてなしステーショ

ン 

登録数：100 箇所 H28～ 

6 津島でら寺巡り 主催：津島れんげの会（市民活動団体）  H27 ～

R2 

7 津島霊場巡り 霊場会、NPO 法人まちづくり津島（市民活動団体）  H29～ 

8 お月見灯路 霊場会、NPO 法人まちづくり津島（市民活動団体）  H30～ 

9 門前朝市 主催：津島神社門前朝市実行委員会  - 

10 津島こい♡こいマルシェ - - 

11 Lumier Festival 企画・制作・運営：あきまる（市民活動団体）  - 

12 OPEN DAY 240（ツシマ） - - 

13 大ジャンケン大会 主催：津島市商店街連合会、後援：津島商工会議所 - 

14 津島てら・まち御縁結び 主催：市 - 

15 津島体験プログラム 運営：一般社団法人 津島小商い創出支援機構 - 

16 お花見ツアー 主催：津島ガイドボランティア - 

17 津島野点大茶会 主催：津島ガイドボランティア - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■No.3 津島てら・まち御縁結び       ■No.16 津島体験プログラム 
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別添資料７ 周辺の道路交通量 

(１) 道路網 

津島駅周辺の道路網としては、天王通りは、津島駅と津島神社をつなぐ道路で、

津島市の玄関口となるシンボル道路として、また、津島神社の参道として機能し

ています。検討対象区域の前面道路は（主）名古屋津島線となっていますが、現

道は都市計画道路として計画決定されている線形と異なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（主）名古屋津島線  

天王通線 
津島神社  

津島駅 

■天王通線周辺の道路網図 
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(２) 実態調査による交通量  

交通量は、令和２年度津島市都市計画道路見直し検討業務委託において、平日・

休日の各１日に交通量調査を実施しており、その結果を整理します。 

調査の概要は下表のとおりであり、7 時～19 時の 12 時間調査が行われていま

した。 

 

調査種別 調査日時 

平日 令和 3 年 2 月 25 日（木）7:00～19:00 

休日 令和 3 年 2 月 28 日（日）7:00～19:00 

 

令和２年度津島市都市計画道路見直し検討業務委託では、下記の通り、11 の地

点で調査が行われていましたが、ここでは、津島神社に関連のある「地点７：天

王通１交差点」と「地点８：無信号交差点その１」を整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■天王通線周辺の道路網図 

資料：令和２年度津島市都市計画道路見直し検討業務委託の成果を一部編集 

  

検討対
象区域 

次ページに整理する 
対象交差点 
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平日、休日別の交通量調査結果は下図の通りとなっています。 

平日の天王通１の西側の津島神社側の交通量としては、断面で 2075 台/12 時間

となっています。名古屋津島線については、無信号交差点の西側では 5,470 台/12

時間、東側では 4,109 台/12 時間となっています。 

休日の天王通１の交差点交通量は平日と比較し 80～85％程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■12 時間交通量（平日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■12 時間交通量（休日）  

平 日 

休 日 

※休日は無信号交差点の
調査データはなし 
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(３) 道路交通センサスによる交通量  

津島神社前の名古屋津島線道路（古川町一丁目）の道路交通センサスにおける

交通量を整理します。 

下図は、平日昼間 12 時間交通量の経年的な変化で、平成 11 年度がピークで

15,492 台となっていますが、その後は減少傾向となっており、平成 27 年度時点

では 10,604 台となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■名古屋津島線の昼間 12 時間交通量 

資料：道路交通センサス 

 

平成 27 年度の道路交通センサスにおける時間帯別交通量は下記の通りとなっ

ており、いずれの時間帯も、800～1,000 台の交通量がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■時間帯別交通量 

資料：平成 27 年度道路交通センサス 
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３
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１
．
は
じ
め
に

（
１
）
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
背
景
と
目
的


津
島
市
で
は
、
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
、
津
島
駅
周
辺
を
中
心

拠
点
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
中

で
、
本
市
で
最
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
名
鉄
津
島
駅
周
辺
に
お
い
て
、

ま
ち
な
か
居
住
の
促
進
と
生
活
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
、
持
続

可
能
な
都
市
を
形
成
す
る
た
め
に
重
要
な
取
組
み
で
す
。


対
象
エ
リ
ア
に
は
、
市
内
外
か
ら
年
間
約

1
0
0
万
人
が
訪
れ
る
津
島
神

社
な
ど
、
こ
れ
ま
で
市
民
や
地
域
の
人
々
に
よ
り
守
ら
れ
て
き
た
貴
重

な
地
域
資
源
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る
エ
リ
ア
と
し
て
、
都
市
環

境
が
整
い
、
地
域
経
済
が
発
展
す
る
こ
と
は
、
市
全
体
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
上
で
も
重
要
で
す
。


こ
の
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
効
果
的
な
取
組
み
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
民
・
地
元
事
業

者
・
交
通
事
業
者
・
関
係
団
体
・
行
政
等
が
一
体
と
な
っ
て
、
戦
略
的

な
視
点
を
持
っ
て
計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。


本
構
想
は
、
津
島
駅
周
辺
の
特
に
西
側
地
域
を
対
象
と
し
て
、
多
様
な

関
係
者
の
連
携
と
創
意
工
夫
の
下
に
、
効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
、
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
将
来
像
や
、
実
現
に
向
け
た
考
え

方
、
重
点
的
な
取
組
み
を
、
共
通
理
解
を
図
る
た
め
に
策
定
し
ま
す
。


本
構
想
の
範
囲
は
、
津
島
駅
と
津
島
神
社
を
結
ぶ
天
王
通
り
周
辺
の
市

街
地
と
、
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る
本
町
筋
や
天
王
川
公
園
を
含
む
エ

リ
ア
を
対
象
と
し
ま
す
。

■
（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
対
象
範
囲

（
２
）
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
対
象
範
囲

天
王
川

公
園

天
王
通
り

津
島

神
社

津
島 駅

1
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（
３
）
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
背
景
と
目
的


本
構
想
の
上
位
計
画
で
あ
る
「
第
５
次
津
島
市
総
合
計
画
」
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
ほ
か
、
関
連
計
画
と
の
整
合
・
連
携
を
図
り
ま
す
。


こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
天
王
通
り
周
辺
ま
ち
づ
く
り
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
に
よ
る
、
地
元
に
お
住
ま
い
の
方
を
含
め
た
市
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
施
策
等
を
検
討
し
ま
す
。

１
．
は
じ
め
に

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

ま
ち
づ
く
り
構
想

緑
の
基
本
計
画

歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画

立
地
適
正
化

計
画

即
す
る

整
合
・
連
携

第
５
次
津
島
市
総
合
計
画

都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
愛
知
県
）

天
王
通
り
周
辺
ま
ち
づ
く
り

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
H
2
9
、
H
3
0
）

津
島
市
市
民
意
識
調
査
（
R
1
.5
)

反
映

2
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○
に
ぎ
わ
い
・
活
力
軸

中
心
市
街
地
を
東
西
に
通
過
す
る
天
王
通
り
沿
道
を

歩
行
者
や
自
転
車
に
配
慮
し
た
道
路
空
間
の
再
整
備

を
行
い
、
立
地
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
歩
き
た
く

な
る
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
創
造
す
る
こ
と
で
、
商

業
や
飲
食
店
施
設
等
を
集
積
さ
せ
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
や
活
力
を
生
み
出
す
軸

○
都
市
拠
点

集
約
型
都
市
構
造
へ
の
転
換
に
向
け
、
本
市
の
玄
関

口
と
な
る
名
鉄
津
島
駅
周
辺
を
都
市
の
活
動
拠
点
と

し
て
、
土
地
の
高
度
利
用
を
促
進
し
つ
つ
商
業
、
業

務
、
医
療
な
ど
の
都
市
機
能
の
集
約
を
図
り
、
活
力

あ
る
ま
ち
な
か
を
形
成
す
る
拠
点

○
歴
史
・
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
に
息
づ
く
津
島

固
有
の
歴
史
的
風
致
を
守
り
、
育
て
、
継
承
し
、
魅

力
あ
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
、
多
彩
な
対
流
や
ふ
れ

あ
い
を
生
み
出
す
ゾ
ー
ン

3

１
．
は
じ
め
に

（
４
）
津
島
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
の
対
象
エ
リ
ア
の
位
置
づ
け


今
後
、
本
市
で
は
人
口
減
少
が
進
み
財
政
状
況
も
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
新
し
い
も
の
を

つ
く
り
続
け
る
の
で
は
な
く
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
賢
く
活
用
し
な
が
ら
、
多
様
な
世
代
が
暮
ら
し
や
す
い
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。


都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
将
来
の
都
市
構
造
に
向
け
て
、
津
島
駅
周
辺
を
都
市
拠
点
に
位
置
付
け
多
く
の
人
が
交
流
す
る
「
本
市
の
正
⾯
玄

関
」
と
し
て
魅
力
的
な
市
街
地
形
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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4

２
．
津
島
市
中
心
部
の
成
り
立
ち

津
島
上
街
道

津
島

神
社

参
道

津
島
駅
(
1
8
9
8
)

天
王
通
り
(
1
9
3
0
)

●
湊
町
と
し
て
の
津
島

・
天
王
川
の
川
湊
。
中
世
よ
り
伊
勢
、
桑
名
と
往
来
す
る
交
通
の
要

衝
と
し
て
栄
え
た
。

・
「
津
島
五
ヶ
村
」
が
地
域
経
済
を
支
え
、
現
在
の
天
王
祭
の
車
楽

舟
（
だ
ん
じ
り
舟
）

を
出
す
５
町
会
へ
と
つ
な
が
る
。

・
湊
町
は
天
王
川
東
岸
、
対
岸
の
向
島
に
あ
る
天
王
社
（
津
島
神
社

）
と
は
橋
で
結
ば
れ
て
い
た
。

●
門
前
町
と
し
て
の
津
島

・
中
世
よ
り
、
京
都
・
祇
園
社
（
八
坂
神
社
）
以
東
で
最
も
由
緒
あ

る
神
社
の
ひ
と
つ
津
島
牛
頭
天
王
社
（
津
島
社
）
の
門
前
町
と
し

て
栄
え
た
。

・
津
島
牛
頭
天
王
社
の
参
道
に
つ
な
が
る
津
島
上
街
道
は
、
お
蔭
参

り
の
風
習
が
盛
ん
に
な
り
栄
え
た
。

・
明
治
に
入
る
と
、
新
政
府
が
神
仏
分
離
令
を
出
し
、
津
島
牛
頭
天

王
社
は
津
島
神
社
へ
と
改
称
し
た
。

●
近
代
に
お
け
る
津
島

・
1
8
9
8
年
：
津
島
駅
～
弥
冨
駅
間
の
鉄
道
が
開
通

・
1
9
0
1
年
：
津
島
湊
閉
鎖

・
1
9
1
4
年
：
津
島
駅
～
枇
杷
島
橋
駅
間
の
鉄
道
が
開
通

・
1
9
3
0
年
：
天
王
通
り
整
備
、
商
店
街
と
し
て
栄
え
る

・
1
9
5
0
年
ご
ろ
：
綿
・
毛
織
産
業
の
絶
頂
期
を
迎
え
る

■
1
8
9
8
年
の
津
島
市
中
心
部

■
1
9
6
8
年
の
津
島
市
中
心
部


鎌
倉
時
代
以
降
、
湊
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
本
市
の
中
心
部
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
村
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
湊
町
そ
し
て
津
島
牛
頭
天
王
社
の
門

前
町
と
い
う

2
 つ

の
特
徴
を
持
つ
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
た
。


明
治
期
に
入
り
、
津
島
駅
か
ら
の
鉄
道
が
開
通
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
初
期
に
天
王
通
線
が
整
備
さ
れ
て
、
商
店
街
と
し
て
栄
え
て
き
た
。


現
在
は
、
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
り
、
往
時
の
繁
栄
か
ら
遠
ざ
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
、
平
成

2
8
 年

に
「
尾
張
津
島
天
王
祭

の
車
楽
舟
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
ま
で
受
け
継
い
で
き
た
独
自
の
歴
史
・
文
化
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

資
料
：
津
島
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

資
料
：
国
土
地
理
院

1
/2

5
,0

0
0
地
形
図
に
加
筆

■
津
島
市
中
心
部
の
成
り
立
ち
の
概
要
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時
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時
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時
代

17
時
代

18
時
代

平
日
(3
06
人
）

休
日
（
33
2人

）

(人
)

（
１
）
人
口
の
動
向

5

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状

（
２
）
天
王
通
り
の
人
通
り


対
象
エ
リ
ア
で
は
、
市
全
体
の
動
向
と
同
様
に
人
口
減
少
が
進
行
し
て

い
ま
す
。


特
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
く
年
少
世
代
（

1
5
歳
未
満
）

と
生
産
年
齢
世
代
（

1
5
～

6
4
歳
）
の
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

資
料
：
住
民
基
本
台
帳
（
各
年

4
月

1
日
現
在
）

■
人
口
の
推
移

■
年
齢
区
分
別
人
口
の
推
移


対
象
エ
リ
ア
の
東
西
軸
を
形
成
し
て
い
る
天
王
通
り
の
歩
行
者
数
は
、

平
日
・
休
日
と
も
ピ
ー
ク
時
間
帯
で

1
人

/分
未
満
で
あ
り
、
少
な
い
状

況
で
す
。


そ
う
し
た
中
で
も
、
平
日
は
、
通
勤
・
通
学
時
間
帯
と

1
1
時
ご
ろ
が
多

く
、
休
日
は

1
0
～

1
1
時
台
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
天
王
通
り
(本

町
筋
と
の
交
差
点
)の

東
西
方
向
の

1
2
時
間
歩
行
者
交
通
量
（
R
3
.2
）

資
料
：
津
島
市
資
料

今
後
の
ま
ち
を
担
う
世
代
が
減
少
し
て
い
ま
す

日
常
の
ま
ち
な
か
は
、
ひ
と
け
が
ま
ば
ら
で
す

5
5
0

5
1
1

4
5
2

3
,2
2
0

2
,9
1
7

2
,6
1
0

1
,3
1
9

1
,4
0
8

1
,5
0
9

0

5
0
0

1
,0
0
0

1
,5
0
0

2
,0
0
0

2
,5
0
0

3
,0
0
0

3
,5
0
0

4
,0
0
0

H
1
7

H
2
2

H
2
7

1
5
歳
未
満

1
5
～
6
4
歳

6
5
歳
以
上

(人
)

5
5
0

5
1
1

4
5
2

3
,2
2
0

2
,9
1
7

2
,6
1
0

1
,3
1
9

1
,4
0
8

1
,5
0
9

0

50
0

1,
0
00

1,
5
00

2,
0
00

2,
5
00

3,
0
00

3,
5
00

4,
0
00

H
1
7

H
2
2

H
2
7

1
5
歳
未
満

1
5
～
6
4
歳

6
5
歳
以
上

(人
)

資
料
：
国
勢
調
査
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（
３
）
暮
ら
し
の
場
と
し
て
の
現
状

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状

6
日
常
生
活
の
利
便
性
は
高
い
状
況
で
す


天
王
通
り
周
辺
に
は
、
歩
い
て
行
け
る
範
囲
に
日
用
品
等
を
扱
う
店
舗
が
立
地
し
、
市
内
で
も
日
常
生
活
の
利
便
性
は
高
い
地
域
で
す
。

天
王
通
り

①
対
象
エ
リ
ア
周
辺
の
生
活
利
便
施
設
の
立
地
状
況

■
生
活
利
便
施
設
の
立
地
状
況

津
島
神
社

津
島
駅
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津
島
駅

天
王
通
り

資
料
：
平
成

3
0
年
都
市
計
画
基
礎
調
査

天
王
川

公
園

今
市
場

公
園

津
島
駅

津
島
神
社 公
園
等
の
快
適
な
交
流
空
間
が
不
足
し
て
い
ま
す

地
域
の
防
災
性
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

■
土
地
利
用

（
３
）
暮
ら
し
の
場
と
し
て
の
現
状

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状

7


天
王
通
り
周
辺
は
、
主
に
商
業
系
の
用
途
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
土
地
利
用
は
、
主
に
住
宅
用
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。


公
共
空
地
で
あ
る
公
園
は
、
天
王
通
り
沿
線
の
対
象
エ
リ
ア
内
で
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。


空
き
家
や
空
き
家
に
な
る
可
能
性
が
高
い
建
物
が
多
い
状
況
で
す
。


広
幅
員
の
道
路
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
防
災
性
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

②
周
辺
の
土
地
利
用

旧
市
街
地
：
3
1
.6
％

開
発
団
地
：
1
4
.2
％

新
興
市
街
地
：
2
0
.4
％

旧
市
街
地

新
興
市
街
地

神
守
地
区
集
落

開
発
団
地

既
存
集
落

神
守
地
区
集
落
：
1
4
.6
％

既
存
集
落
：
1
8
.5
％

資
料
：
津
島
市
空
家
対
策
計
画
（
案
）

※
空
家
候
補
建
築
物
：

市
内
の
水
栓
情
報
を
利
用
し
て
、
空
き
家
又

は
空
き
家
に
な
る
可
能
性
が
高
い
建
物

■
市
内
の
空
家
候
補
建
築
物
の
分
布
状
況

空
き
家
や
空
き
家
に
な
る
可
能
性
が
高
い
建
物
が

多
い
状
況
で
す
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（
４
）
活
動
の
場
（
目
的
地
）
と
し
て
の
現
状

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状

8

①
日
常
生
活
で
の
利
用
施
設

②
空
き
家
・
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
た
店
舗
の
出
店


津
島
駅
の
東
側
や
対
象
エ
リ
ア
周
辺
の
幹
線
道
路
沿
い
に
食
料
品
・
日

用
品
等
を
扱
う
大
規
模
な
商
業
店
舗
が
立
地
し
て
お
り
、
天
王
通
り
沿

道
は
、
地
元
以
外
の
市
民
の
日
常
生
活
で
は
利
用
機
会
が
少
な
い
状
況

で
す
。


空
き
店
舗
を
活
用
し
た
店
舗
が
出
店
し
て
お
り
、
こ
こ
に
し
か
な
い
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
日
常
の
買
い
物
で
の

来
訪
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

こ
こ
に
し
か
な
い
特
徴
的
な
店
舗
等
が
あ
り
ま
す

天
王
通
り

■
生
活
利
便
施
設
の
立
地
状
況

■
天
王
通
り
沿
道
の
空
き
店
舗
等
の

活
用
事
例

■
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

と
し
て
の
活
用
事
例
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３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状

9

③
多
様
な
地
域
資
源
の
立
地


対
象
エ
リ
ア
周
辺
に
は
、
地
域
や
市
民
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
、
県
内
で
も
有
数
の
集
客
力
の
あ
る
歴
史
・
文
化
的
資
源
が
残
っ
て
い
ま
す
。


こ
れ
ら
を
活
用
し
た
催
し
物
等
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

津
島
神
社

尾
張
津
島
藤
ま
つ
り

尾
張
津
島
天
王
祭

尾
張
津
島
秋
ま
つ
り

天
王
川
公
園

東
海
三
県
で
寺
密
度
N
O
.1

本
町
筋

津
島
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

重
要
文
化
財

堀
田
家
住
宅

歴
史
・
文
化
資
源
を
活
か
し
た
様
々
な
取
組
み

茶
の
湯
文
化

・
津
島
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

・
謎
解
き
ゲ
ー
ム

・
津
島
て
ら
・
ま
ち
御
縁
結
び

・
津
島
を
楽
し
む

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
つ
し
ま
お
も
て
な
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
津
島
お
も
て
な
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
津
島
で
ら
寺
巡
り

・
津
島
霊
場
巡
り

・
お
月
見
灯
路

・
ル
ミ
エ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・
津
島
こ
い
♡
こ
い
マ
ル
シ
ェ

市
民
に
育
ま
れ
て
き
た
貴
重
な
歴
史
・
文
化
資
源
や
祭
事
・
催
し
物
が
あ
り
ま
す
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対
象
エ
リ
ア

建
築
⾯
積

天
王
通
り
沿
道
平
均

1
0
6
㎡

/棟

市
内
市
街
化
区
域
平
均

1
4
2
㎡

/棟

事
業
所
の
面
積
は
、
他
の
エ
リ
ア
と
比
較
し
て

手
狭
な
状
況
で
す

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状 1
0

津
島
駅
に
近
い
エ
リ
ア
で

多
く
の
人
が
就
業
し
て
い
ま
す

（
５
）
働
く
場
と
し
て
の
現
状

①
従
業
者
数


津
島
駅
東
側
に
お
い
て
、
商
業
店
舗
や
公
的
施
設
等
が
立
地
し
て

お
り
従
業
者
数
が
特
に
多
い
状
況
で
す
。


津
島
西
側
に
つ
い
て
も
、
駅
に
近
い
エ
リ
ア
で
多
く
の
人
が
就
業

し
て
い
ま
す
。

③
事
業
所
の
大
き
さ


天
王
通
り
沿
線
の
事
業
所
の
規
模
は
、
市
内
の
市
街
地
内
と
比
較
し
て

小
さ
い
状
況
で
す
。

③
事
業
所
の
立
地
動
向


天
王
通
５
交
差
点
以
東
の
津
島
駅
直
近
の
街
区
に
は
、
事
業
所
の
新
規

立
地
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。


同
交
差
点
以
西
で
は
、
駐
車
場
用
地
だ
っ
た
場
所
に
事
務
所
が
立
地
す

る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

■
低
未
利
用
地
（
駐
車
場
）
を
活
用
し
た
事
務
所
の
立
地

天
王
通
り

■
従
業
者
数
の
分
布
状
況
（
5
0
0
メ
ッ
シ
ュ
）

資
料
：
平
成

2
6
年
経
済
セ
ン
サ
ス

津
島
駅

■
業
務
施
設
の
建
築
面
積
の
比
較

資
料
：
平
成

2
9
年
度
都
市
計
画
基
礎
調
査

事
業
所
の
新
規
立
地
が
少
な
い
状
況
で
す
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（
６
）
歩
行
空
間
の
現
状

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状 1
1

②
津
島
駅
前
広
場


天
王
通
り
の
歩
道
幅
員
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。


徒
歩
や
自
転
車
で
移
動
す
る
人
は
ま
ば
ら
な
状
況
で
、
エ
リ
ア
に
関
係

の
な
い
自
動
車
の
通
過
交
通
が
多
く
、
自
動
車
の
交
通
処
理
が
中
心
と

な
っ
た
道
路
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。


津
島
駅
駅
前
広
場
は
、
自
転
車
や
徒
歩
で
の
利
用
が
多
い
中
で
、
安

全
・
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
配
置
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。


環
境
空
間
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

4
4
2

4
2
3

3
,2
4
7

4
3
4

2
6
9

2
,7
8
8

0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

歩
行
者

自
転
車

自
動
車

木
曜
日

日
曜
日

4
4
2

4
2
3

3
,2
4
7

4
3
4

2
6
9

2
,7
8
8

0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

歩
行
者

自
転
車

自
動
車

木
曜
日

日
曜
日

■
天
王
通
５
交
差
点
の
東
西
方
向
の
1
2
ｈ
交
通
量
（
R
3
.2
）

■
天
王
通
り
の
断
面
構
成
(歩

道
有
区
間
)

車
道
空
間
が
中
心
の
駅
前
広
場

駐
輪
場
へ
の
通
路
と
各
種
乗
り
場
が

交
錯
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー

①
天
王
通
り

安
全
・
快
適
な
歩
行
空
間
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
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天
王
通
り
や
本
町
筋
の

公
共
交
通
の
利
便
性
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

（
７
）
周
辺
地
域
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
環
境

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状 1
2

③
駐
車
場
の
整
備
状
況


天
王
通
り
周
辺
で
は
、
津
島
駅

や
津
島
神
社
南
に
バ
ス
停
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
１
日
当
た
り

５
便
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。


天
王
通
り
や
本
町
筋
に
は
、
公

共
交
通
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
す
。


津
島
神
社
や
駅
付
近
に
お
い
て
、
一
般
の
人
が
利
用
可
能
な
駐
車
場
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
天
王
通
り
と
本
町
筋
が
交
差
す
る
エ

リ
ア
付
近
に
は
、
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

■
津
島
市
巡
回
バ
ス
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
の
ル
ー
ト

②
津
島
市
巡
回
バ
ス
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」

■
対
象
エ
リ
ア
周
辺
の
駐
車
場
の
分
布
状
況

①
広
域
的
な
公
共
交
通
の
利
便
性


名
鉄
津
島
駅
は
、
名
鉄
名
古
屋
駅
か
ら
の
特
急
駅
が
停
車
す
る
な
ど
、

都
市
間
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
島
駅

一
宮
駅

名
古
屋
駅

名
鉄
津
島
線

特
急
で
2
2
分

名
鉄
尾
西
線

3
0
分

鉄
道
で
の
都
市
間
移
動
の
利
便
性
は
高
い
状
況
で
す

本
町
筋
付
近
に
来
訪
者
向
け
の
駐
車
場
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
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（
８
）
市
民
ニ
ー
ズ

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状 1
3


現
在
の
不
満
と
し
て
、
「
遊
び
場
が
少
な
い
」

「
公
共
交
通
機
関
と
の
つ
な
が
り
」
「
買
い
物

が
不
便
」
が
多
い
結
論
と
な
り
ま
し
た
。


今
後
は
、
「
に
ぎ
わ
い
」
「
良
い
景
観
」
「
高

い
安
全
性
」
の
順
で
高
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
天
王
通
り
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

飲
食
店
や
商
業
施
設
、
交
流
施
設
の
立
地
や
地
域
の
景
観
・
安
全
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

【
平
成
3
0
年
1
0
月

沿
道
の
住
民
等
（
配
布
：
3
6
1
票
、
回
収
1
2
9
票
）
】

②
津
島
市
市
民
意
識
調
査

【
令
和
元
年
５
月

1
8
歳
以
上
の
市
民
（
配
布
：
2
,0
0
0
票
、
有
効
回
答
9
4
5
票
）
】

■
天
王
通
り
の
不
満

■
期
待
す
る
天
王
通
り
の
将
来
の
姿

■
名
鉄
津
島
駅
周
辺
に
立
地
し
て
欲
し
い
機
能


「
飲
食
店
」
が

5
4
.1
％
と
回
答
比
率
が
最
も
高
く
、
「
商
業
施
設
」

が
3
0
.3
％
、
交
流
関
連
が

2
1
.8
％
と
続
い
て
い
ま
す
。
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（
９
）
対
象
エ
リ
ア
の
課
題

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状 1
4

○
日
常
生
活
の
利
便
性
は
高
い
状
況
で
す

△
今
後
の
ま
ち
を
担
う
世
代
が
減
少
し
て
い
ま
す

△
日
常
の
ま
ち
な
か
は
、
ひ
と
け
が
ま
ば
ら
で
す

△
公
園
等
の
快
適
な
交
流
空
間
が
不
足
し
て
い
ま
す

△
地
域
の
防
災
性
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

△
空
き
家
や
空
き
家
に
な
る
可
能
性
が
高
い
建
物
が
多
い
状
況
で
す

ハ
ー
ド
整
備
を
含
め
た
居
住
環
境
・
就
業
環
境
・
交
通
環
境
の
改
善
と

日
常
的
に
多
く
の
人
が
集
ま
る
地
域
資
源
の
活
用
や
新
た
な
目
的
地
の
創
出
に
よ
り
、

住
む
人
や
ま
ち
を
行
き
か
う
人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

○
飲
食
店
や
商
業
施
設
、
交
流
施
設
の
立
地
や
地
域
の
景
観
・

安
全
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

天
王
通
り
周
辺
の
現
在
の
姿

暮
ら
し
の
場

と
し
て
の
現
状

交
流
の
場
（
目
的
地
）

と
し
て
の
現
状

○
こ
こ
に
し
か
な
い
特
徴
的
な
店
舗
等
が
あ
り
ま
す

○
市
民
に
育
ま
れ
て
き
た
貴
重
な
歴
史
・
文
化
資
源
や
祭
事

・
催
事
が
あ
り
ま
す

△
地
元
以
外
の
市
民
の
日
常
の
買
い
物
で
の
来
訪
が
少
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す

交
通
環
境

○
鉄
道
で
の
都
市
間
移
動
の
利
便
性
は
高
い
状
況
で
す

△
安
全
・
快
適
な
歩
行
空
間
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

△
天
王
通
り
や
本
町
筋
へ
の
公
共
交
通
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

△
本
町
筋
付
近
に
来
訪
者
向
け
の
駐
車
場
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

市
民
ニ
ー
ズ

○
に
ぎ
わ
い
・
活
力
軸

○
都
市
拠
点

○
歴
史
・
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

課
題

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
将
来
都
市
構
造


上
位
計
画
の
位
置
づ
け
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
対
象
エ
リ
ア
の
現
状
に
対
し
、
以
下
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

○
津
島
駅
に
近
い
エ
リ
ア
で
多
く
の
人
が
就
業
し
て
い
ま
す

△
事
業
所
の
新
規
立
地
が
少
な
い
状
況
で
す

△
事
業
所
の
面
積
は
、
他
の
エ
リ
ア
と
比
較
し
て
手
狭
な
状
況
で
す

働
く
場

と
し
て
の
現
状
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（
１
）
将
来
像

1
5

４
．
地
域
の
目
指
す
姿

住
む
人
に
加
え
、
働
く
人
、
遊
ぶ
人
な
ど

時
間
を
過
ご
す
人
が
絶
え
る
こ
と
な
く
持
続
的
に
存
在
す
る
ま
ち

（
２
）
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

つ
し
ま
ち
ぐ
ら
し

津
島
の
歴
史
あ
る
街
に
寄
り
そ
い
、
休
日
も
楽
し
め
る
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
街
へ


ま
ち
な
か
に
係
る
様
々
な
主
体
が
同
じ
方
向
性
で
効
果
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
将
来
像
を
設
定
し
ま
す
。


高
い
生
活
利
便
性
や
多
様
な
地
域
資
源
な
ど
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
風
景
の
あ
る
ま
ち
な
か
を
目
指
し
ま
す
。


ま
ち
な
か
に
係
る
様
々
な
主
体
が
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
よ
り
多
く
の
人
に
浸
透
す
る
よ
う
、
本
構
想
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
以
下
の
通
り
設

定
し
ま
す
。
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1
6

４
．
地
域
の
目
指
す
姿

（
３
）
将
来
の
ま
ち
な
か
の
風
景


若
い
世
代
や
親
子
連
れ
が
、
楽
し
く
買
い
物
を
し

な
が
ら
ま
ち
歩
き
が
で
き
る
。


買
い
物
つ
い
で
に
友
達
同
士
で
外
で
お
し
ゃ
べ
り
。

こ
の
後
は
カ
フ
ェ
へ
。


子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
空
間
が
あ
り
、
子
供
や
親
な

ど
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。


色
々
な
世
代
が
ま
ち
な
か
で
オ
ー
プ
ン
に
語
ら
っ

て
い
る
。


ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
増
え
、
日
中
も
活
気
が
あ
る
。


来
訪
者
も
住
民
も
歴
史
を
体
感
し
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
散
策
。


身
近
な
場
所
で
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
楽

し
く
暮
ら
せ
る
。


広
く
て
快
適
な
歩
行
空
間
を
歩
い
て
通
勤
。


通
り
沿
い
に
お
し
ゃ
れ
な
店
舗
の
出
店
が
進
み
、
気
に

な
る
店
へ
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
り
買
い
物
や
ラ
ン
チ
。
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1
7

４
．
地
域
の
目
指
す
姿

（
４
）
活
か
す
べ
き
地
域
の
特
色
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）


津
島
駅
周
辺
は
そ
の
生
い
立
ち
の
違
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
違
う
３
つ
の
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
エ
リ
ア
を

ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

神
社
公
園
エ
リ
ア

津
島
神
社
と
そ
の
参
道
門
前
町
、
天
王
川
公
園
か
ら
な
る
エ
リ
ア

西
暦

5
4
0
年
創
建
、
分
霊
社
が
全
国
に
約

3
,0

0
0
社
に
及
ぶ
津
島

神
社
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
旧
河
川
敷
で
あ
る
天
王
川
公
園
は
水

辺
と
緑
豊
か
な
空
間
が
広
が
る
。
か
つ
て
は
伊
勢
と
尾
張
を
結
ぶ

湊
町
と
し
て
栄
え
、
尾
張
の
西
玄
関
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。

津
島
神
社
及
び
天
王
川
公
園
で
は
、
室
町
時
代
か
ら
続
く
天
王

祭
り
の
他
、
藤
祭
り
や
秋
祭
り
で
多
く
の
人
で
賑
わ
う
。

歴
ま
ち
エ
リ
ア

湊
町
の
経
済
を
支
え
た
｢津

島
五
ヶ
村
」
が
連
な
る
本
町
筋
と

寺
町
か
ら
な
る
エ
リ
ア

天
王
通
り
が
背
骨
に
位
置
し
、
津
島
神
社
門
前
町
、
湊
町
（
津

島
五
ヶ
村
）
な
ど
の
要
素
が
重
層
し
、
さ
ら
に
社
寺
院
が
多
く
点

在
す
る
歴
史
と
文
化
（
祭
り
、
茶
の
湯
、
町
並
み
等
）
が
今
に
継

承
さ
れ
て
い
る
ま
ち
。

津
島
五
ヶ
村
が
か
つ
て
連
な
っ
た
本
町
筋
を
中
心
に
歴
史
的
な

風
致
を
示
す
ま
ち
な
み
景
観
が
残
る
。

駅
周
辺
エ
リ
ア

近
代
以
降
、
津
島
駅
と
天
王
通
り
を
中
心
に
商
店
街
が
栄
え
た

エ
リ
ア

津
島
駅
の
開
設
に
合
わ
せ
整
備
さ
れ
た
天
王
通
り
を
中
心
に
商

店
街
や
住
宅
地
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

戦
後
は
繊
維
工
場
等
の
跡
地
に
商
業
施
設
等
が
立
地
し
、
車
社

会
に
対
応
し
た
土
地
利
用
が
進
む
。

津
島
駅
は
公
共
交
通
の
結
節
点

津
島
駅

天
王
通
り

駅
周
辺
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

津
島
神
社

天
王
川
公
園

本
町
筋

神
社
公
園
エ
リ
ア

各
エ
リ
ア
の
広
が
り

「
天
王
通
り
」
：
３
つ
の
エ
リ
ア
を
結
ぶ
東
西
軸

近
代
に
お
け
る
鉄
道
開
通
と
繊
維
産
業
に
よ
り
津
島
の
中
心
と
な
る

商
店
街
と
し
て
栄
え
た
市
街
地
軸
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1
8

４
．
地
域
の
目
指
す
姿

（
５
）
ま
ち
な
か
の
骨
格
構
造
（
拠
点
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）


各
ゾ
ー
ン
の
特
色
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
各
ゾ
ー
ン
で
核
を
配
置
し
そ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
る
骨
格
構
造

を
形
成
し
ま
す
。


各
拠
点
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
り
、
津
島
市
の
ま
ち
な
か
に
以
下
の
生
活
や
活
動
を
創
出
し
ま
す
。

【
歴
ま
ち
エ
リ
ア
の
拠
点
】

天
王
通
り
と
本
町
筋
が
交
わ
る
箇
所
に
高
校
生
等
が
集
ま
る
場
所
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通

り
に
若
い
世
代
が
集
ま
る
日
常
・
風
景
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
、
さ
ら
に
人
が
集
ま
り
、

時
間
を
過
ご
す
中
で
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
や
、
ま
ち
が
良
く
な
っ
て
い
く
過
程
に
触
れ
、

愛
着
が
高
ま
り
、
多
く
の
人
が
何
度
も
ま
ち
な
か
を
訪
れ
る
。

【
駅
周
辺
エ
リ
ア
の
拠
点
】

修
景
さ
れ
た
ゆ
と
り
の
あ
る
都
市
空

間
や
駅
前
広
場
が
あ
り
、
毎
日
快
適

に
通
勤
・
通
学
で
き
る
。

【
歴
ま
ち
エ
リ
ア
】

津
島
市
の
歴
史
・
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
ゆ
と
り
あ
る
居
住
環
境
の
中
で
、
生
活
が
で
き
る
。

天
王
通
り
や
本
町
筋
の
古
民
家
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
。

少
し
離
れ
た
商
業
施
設
で
買
い
物
し
た
人
も
ま
ち
な
か
に
立
ち
寄
り
、
余
暇
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

【
駅
周
辺
エ
リ
ア
】

（
暮
ら
し
の
場
）

徒
歩
圏
に
駅
、
ス
ー
パ
ー
、
保
育
・

教
育
、
福
祉
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設

が
あ
る
利
便
性
と
、
快
適
な
都
市
空

間
が
整
っ
た
ま
ち
で
生
活
で
き
、
若

い
世
代
の
転
入
が
進
み
、
居
住
地
と

し
て
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
。

（
働
く
場
）

名
古
屋
都
心
に
気
軽
に
出
か
け
ら
れ

る
便
利
さ
が
あ
り
、
歴
史
・
文
化
・

自
然
に
触
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
場
が
近
く
に
あ
る
ま
ち
な
か
で
、

オ
フ
ィ
ス
立
地
が
進
み
、
平
日
の
昼

間
に
ま
ち
な
か
を
行
き
来
す
る
働
く

人
が
増
え
て
い
る
。

【
神
社
公
園
エ
リ
ア
】

津
島
市
の
歴
史
・
文
化
を
感
じ
ら
れ

る
ゆ
と
り
あ
る
居
住
環
境
の
中
で
、

生
活
が
で
き
る
。

少
し
離
れ
た
商
業
施
設
で
買
い
物
し

た
人
も
ま
ち
な
か
に
立
ち
寄
り
、
余

暇
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

【
天
王
通
：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

歩
行
者
メ
イ
ン
の
道
路
空
間
で
は
、

若
い
世
代
か
ら
子
育
て
世
代
、
高
齢

者
、
働
く
人
な
ど
、
多
く
の
人
が
談

笑
し
な
が
ら
行
き
交
い
、
沿
道
の
店

舗
も
賑
わ
っ
て
い
る
風
景
が
日
常
に

あ
る
。

質
の
高
い
景
色
が
あ
り
、
ま
ち
な
か

で
暮
ら
す
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
と

な
っ
て
い
る
。

【
神
社
公
園
エ
リ
ア
の
拠
点
】

現
状
で
集
客
力
の
高
い
津
島
神
社
・

天
王
川
公
園
の
魅
力
が
高
ま
り
、
さ

ら
に
多
く
の
人
が
出
か
け
る
。

天
王
通
り
や
路
地
を
歩
い
て
、
本
町

筋
へ
足
を
伸
ば
す
人
も
増
え
、
滞
在

時
間
が
増
え
て
い
る
。

ま
ち
な
か
を
常
に
人
が
行
き
来
し
、

沿
道
店
舗
で
の
消
費
も
増
え
て
い
く
。

ま
ち
な
か
の
骨
格
構
造
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1
9

４
．
地
域
の
目
指
す
姿

（
６
）
地
域
づ
く
り
の
方
針


ま
ち
な
か
の
将
来
像
を
踏
ま
え
、
以
下
の
方
針
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
前
エ
リ
ア

津
島
駅

天
王
通
り

津
島
神
社

天
王
川
公
園

名
鉄
津
島
線

名
鉄
尾
西
線

津
島
下
街
道

津
島
上
街
道

旧
天
王
川

本
町
筋

寺
町

【
街
な
か
で
暮
ら
し
・
働
く
エ
リ
ア
】

【
街
な
か
で
暮
ら
し
・
訪
れ
る
、
楽
し
む
エ
リ
ア
】

「
つ
し
ま
ち
ぐ
ら
し
」
の
エ
リ
ア
範
囲

【
神
社
公
園
・
歴
ま
ち
エ
リ
ア
】

●
市
民
生
活

【
駅
周
辺
エ
リ
ア
】

●
市
民
生
活

「
駅
ち
か
・
駅
そ
ば
」
を
活
か
し
「
人
」
を
対
象
に
、
【
街
な

か
で
暮
ら
し
・
働
く
エ
リ
ア
】
に
向
け
、
高
度
利
用
を
含
め
都

市
機
能
の
集
積
を
図
り
津
島
駅
前
を
都
市
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し

い
「
場
」
を
創
る
。

人
：
住
む
・
暮
ら
す
人
、
働
く
人
、
訪
れ
る
人

場
：
暮
ら
し
の
場
、
職
場
、
活
動
の
場

●
観
光
交
流

津
島
市
及
び
海
部
地
域
の
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
、
観
光
交

通
・
情
報
案
内
・
飲
食
等
商
業
・
宿
泊
等
の
機
能
集
積
を
促
す
。

【
天
王
通
り
】

●
市
民
生
活

歩
行
者
優
先
と
し
安
心
・
安
全
な
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
こ
と
で
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
居
心
地
の
良
い
街
路
空
間
の
形
成
に
よ
り
日
常
の
買
い

物
、
交
流
等
の
市
民
活
動
を
促
進

●
観
光
交
流

３
つ
の
エ
リ
ア
を
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
つ
な
ぐ
と
と
も
に
来
訪
者
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
歩
行
空
間
を
形
成
す
る

。
沿
道
に
開
か
れ
た
店
舗
や
交
流
拠
点
を
連

続
さ
せ
る
こ
と
で
来
訪
者
が
歩
い
て
楽
し
い
沿
道
と
す
る
。

都
市
の
生
活
を
送
る
「
人
」を

対
象
に
、
当
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
核
と
し
て
【
街
な
か
で
暮
ら
し
・
訪
れ
る
、
楽
し
む
エ

リ
ア
】
に
向
け
、
日
常
的
な
心
の
拠
り
所
、
憩
い
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
地
域
住
民
の
交
流
等
の
「
場
」を

創
る
。

人
：
住
む
・
暮
ら
す
人
、
訪
れ
る
人
、
遊
ぶ
人

場
：
暮
ら
し
の
場
、
話
題
の
場
、
交
流
の
場
等

●
観
光
交
流

観
光
機
能
（
飲
食
、
土
産
、
駐
車
場
、
案
内
、
展
示
・
体

験
施
設
等
）
の
充
実
を
図
り
、
来
訪
者
の
滞
在
時
間
の
延
長

を
図
る
。

●
観
光
交
流

空
き
店

舗
等

を
ゲ

ス
ト

ハ
ウ

ス
や

店
舗

等
に

活
用

し
、

ま
ち
の
観
光
機
能
を
充
実
さ
せ
る
。

ま
た

、
社

寺
院

を
巡
る

「
小

路
」

の
散
策
路

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
り
、
神
社
公
園
エ
リ
ア
と
の
回
遊
性

を
高
め
る
。

駅
周
辺
エ
リ
ア
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（
１
）
戦
略
的
な
取
組
み
（
実
施
ス
テ
ッ
プ
）

2
0

５
．
重
点
的
な
取
組
み


対
象
エ
リ
ア
で
育
ま
れ
て
き
た
文
化
の
継
承
・
活
用
を
行
い
な
が
ら
、
各
エ
リ
ア
の
核
を
形
成
し
て
「
人
に
使
わ
れ
る
公
共
空
間
」
を
創
り
、
そ
の

取
り
組
み
を
広
げ
る
な
か
で
、
ま
ち
づ
く
り
骨
格
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。


継
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
市
が
投
資
主
体
と
な
り
、
今
す
ぐ
取
り
組
め
る
も
の
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
な
が
ら
、
段
階
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
ま
す
。

既
存
の
も
の
を
活
用
し
な
が
ら

各
エ
リ
ア
の
「
核
と
な
る
魅
力
」
を

強
化
し
ま
す
。

歴
史
核

（
津
島
神
社
）

都
市
核

（
名
鉄
津
島
駅
）

自
然
核

（
天
王
川
公
園
）

神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
周
辺
エ
リ
ア

天
王
通
り

交
流
・
生
活
核

天
王
通
り
の
再
整
備

神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
周
辺
エ
リ
ア

天
王
通
り

公
共
主
導 民

間
主
導

点

「
核
と
な
る
魅
力
」
を
つ
な
ぐ
天
王
通
り
に
、

ま
ち
あ
る
き
環
境
と
ゆ
と
り
あ
る
都
市
空
間

を
創
出
し
ま
す
。

線

関
係
主
体
の
総
動
員
で
、

核
の
魅
力
を
エ
リ
ア
全
体
に
波
及
さ
せ

魅
力
あ
る
沿
道
や
風
景
を
創
出
し
ま
す
。

面

■
実
施
ス
テ
ッ
プ
の
概
要

役
割
分
担
の
概
要

ス
テ
ッ
プ
１

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ
３

神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
周
辺
エ
リ
ア

都
市
空
間
の
高
質
化
（
景
観
保
全
等
）

沿
道
活
用
、
公
共
空
間
活
用
の
促
進

天
王
通
り

35



2
1

ま
ち
な
か
に
来
て
、
滞
在
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る

ま
ち
な
か
の
良
さ
・
可
能
性
を
再
発
見
し
て
も
ら
う

ま
ち
な
か
に
日
常
的
に
人
が
集
ま
る
風
景
を
創
出
す
る

ま
ち
な
か
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

住
民
や
ま
ち
な
か
で
働
く
人
が
、
身
近
に
楽
し
め
る
場
所
を
つ
く
る

歴
史
核

（
津
島
神
社
）

都
市
核

（
名
鉄
津
島
駅
）

自
然
核

（
天
王
川
公
園
）

神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
周
辺
エ
リ
ア

天
王
通
り

交
流
・
生
活
核

ス
テ
ッ
プ
１
：
点

既
存
の
も
の
を
活
用
し
な
が
ら

各
エ
リ
ア
の
「
核
と
な
る
魅
力
」
を
強
化
し
ま
す
。

店
舗
出
店
等
の
民
間
投
資
を
呼
び
込
む
き
っ
か
け
と
な
る


ス
テ
ッ
プ

1
で
は
、
人
が
集
ま
る
風
景
を
創
出
し
、
ま
ち
な
か
が
賑
わ
っ
て
い
く
可
能
性
を
見
せ
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
の
ま
ち
な
か
に
対
す
る
関

心
を
高
め
店
舗
の
出
店
等
の
民
間
投
資
を
呼
び
込
む
き
っ
か
け
を
創
り
ま
す
。

５
．
重
点
的
な
取
組
み

（
２
）
各
ス
テ
ッ
プ
の
狙
い
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拠
点
内
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
な
か
を
歩
い
て
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
空
間
を
つ
く
る

ま
ち
な
か
全
体
を
暮
ら
し
の
場
・
交
流
の
場
・
働
く
場
と
し
て
魅
力
を
高
め
る

2
2

沿
道
の
住
民
や
事
業
者
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
の
醸
成

天
王
通
り
の
再
整
備

神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
周
辺
エ
リ
ア

天
王
通
り

よ
り
多
く
の
人
が
ま
ち
な
か
を
行
き
来
す
る
、

津
島
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
明
る
い
風
景
を
創
出
す
る

店
舗
や
事
業
所
、
住
宅
等
の
更
な
る
民
間
投
資
を
呼
び
込
む

ス
テ
ッ
プ
２
：
線

「
核
と
な
る
魅
力
」
を
つ
な
ぐ
天
王
通
り
に
、

ま
ち
あ
る
き
環
境
と
ゆ
と
り
あ
る
都
市
空
間
を
創
出
し
ま
す
。


ス
テ
ッ
プ
２
で
は
、
拠
点
施
設
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
な
か
全
体
を
連
続
的
に
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
民
間
投
資
を
呼
び
込

む
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
機
運
が
高
ま
る
こ
と
を
狙
い
ま
す
。

５
．
重
点
的
な
取
組
み
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神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
周
辺
エ
リ
ア

都
市
空
間
の
高
質
化
（
景
観
保
全
等
）

沿
道
活
用
、
公
共
空
間
活
用
の
促
進

天
王
通
り

2
3

ス
テ
ッ
プ
３
：
面

関
係
主
体
の
総
動
員
で
、

核
の
魅
力
を
エ
リ
ア
全
体
に
波
及
さ
せ

魅
力
あ
る
沿
道
や
風
景
を
創
出
し
ま
す
。

道
路
と
沿
道
の
建
物
が
一
体
と
な
っ
た
、
魅
力
的
な
ま
ち
な
み
が
形
成
さ
れ
る

ま
ち
へ
の
関
心
・
愛
着
が
育
ま
れ
る

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
主
体
間
・
世
代
間
の
交
流
が
育
ま
れ
る

官
民
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
継
続
的
に
行
わ
れ
、
ま
ち
な
か
の
価
値
が
将
来
に
わ
た
り
維
持
・
向
上
さ
れ
る

多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
り
、
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
人
が
行
き
来
す
る
風
景
が
あ
る

様
々
な
交
流
・
活
動
を
通
じ
て
新
た
な
価
値
が
創
出
さ
れ
続
け
る


ス
テ
ッ
プ
３
で
は
、
道
路
と
沿
道
の
建
物
が
一
体
と
な
っ
た
景
観
形
成
や
、
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
人
が
い
る
風
景
の
創
出
に
よ
り
、
ま
ち
へ
の
関
心
・
愛
着

が
育
ま
れ
、
主
体
間
・
世
代
間
の
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
官
民
の
連
携
に
よ
る
継
続
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
ま
ち
の
価
値
が
将
来
に
わ
た
り
維

持
・
向
上
さ
れ
る
こ
と
や
、
様
々
な
交
流
・
活
動
を
通
じ
て
新
た
な
価
値
が
創
出
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
狙
い
ま
す
。

５
．
重
点
的
な
取
組
み
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(都
)橋

詰
見
越
線
の
整
備

各
拠
点
施
設
へ
の
安
全
な
ア
ク
セ
ス
経
路
の
確
保

2
4

５
．
重
点
的
な
取
組
み

（
３
）
各
ス
テ
ッ
プ
の
重
点
施
策

既
存
も
の
を
活
用
し
な
が
ら
各
エ
リ
ア
の
「
核
と
な
る
魅
力
」
を
強
化
し
ま
す
。

天
王
川
公
園
へ
の
P
a
rk
-P
F
I活

用
等
に
よ
る

多
目
的
利
用
の
促
進

公
園
全
体
の
魅
力
向
上
及
び
ま
ち
な
か
の
回
遊
性
の
向
上

ス
テ
ッ
プ
１
：
点

堀
田
家
住
宅
と
一
体
と
な
っ
た

観
光
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
整
備

西
の
玄
関
口
と
な
る
拠
点
整
備

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
充

（
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
機
能
整
備
）

地
元
、
市
民
の
日
常
の
集
い
の
場
と
し
て
の
機
能
拡
充

ま
ち
な
か
の
憩
い
の
場
の
創
出

地
元
、
市
民
の
日
常
の
集
い
の
場
の
整
備
・
機
能
拡
充

P
a
rk
-P
F
I活

用
等
に
よ
る

多
目
的
利
用
の
促
進

堀
田
家
住
宅
と
一
体
と
な
っ
た

観
光
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
整
備

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
充

（
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
機
能
整
備
）

(都
)橋

詰
見
越
線
の
整
備

駅
前
広
場
の
再
整
備

津
島
神
社

天
王
通
り

天
王
川

公
園

施
策
１
-１

施
策
１
-２

施
策
１
-３

施
策
１
-４

施
策
１
-５

施
策
１
-１

施
策
１
-２

施
策
１
-３

施
策
１
-５

施
策
１
-６

駅
前
広
場
の
再
整
備

交
通
空
間
の
利
便
性
向
上
と
環
境
空
間
の
高
質
化

施
策
１
-６

施
策
１
-４

津
島
駅

ま
ち
な
か
の
憩
い
の
場
の
創
出
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津
島
駅

2
5

５
．
重
点
的
な
取
組
み

「
核
と
な
る
魅
力
」
を
つ
な
ぐ
天
王
通
り
に
、
ま
ち
あ
る
き
環
境
と
ゆ
と
り
あ
る
都
市
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
２
：
線

沿
道
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た

交
流
空
間
の
創
出

周
辺
の
居
住
環
境
の
向
上
、
回
遊
性
の
向
上

天
王
通
り
の
再
整
備

道
路
空
間
の
再
配
分
に
よ
る

人
中
心
の
魅
力
的
な
空
間
の
創
出

ま
ち
な
か
周
辺
の
幹
線
道
路
網
の
整
備

（
(都
)名

古
屋
津
島
線
、
(都
)昭

和
南
本
町
線
）

天
王
通
り
を
経
由
し
な
く
て
も
円
滑
に
自
動
車
交
通
を

処
理
す
る
幹
線
道
路
網
の
形
成

津
島
神
社

天
王
通
り

通
過
交
通
の
抑
制
策
の
検
討
・
実
施

天
王
通
り
へ
の
通
過
交
通
の
抑
制

駅
前
空
間
で
の
居
住
や
都
市
機
能
強
化

駅
前
広
場
と
一
体
と
な
っ
た
利
便
性
の
高
い
場
所
で
の

居
住
地
及
び
都
市
機
能
の
確
保

通
過
交
通
の
抑
制
策

の
検
討
・
実
施

天
王
通
り
の
再
整
備

沿
道
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
た
交
流
空
間
の
創
出

(都
)名

古
屋
津
島
線
の
整
備

(都
)昭

和
南
本
町
線
の
整
備

駅
前
空
間
で
の
居
住
や
都
市

機
能
強
化

天
王
川

公
園

施
策
２
-１

施
策
２
-２

施
策
２
-４

施
策
２
-５

施
策
２
-６

施
策
２
-１

施
策
２
-２

施
策
２
-４

施
策
２
-４

施
策
２
-５

施
策
２
-６

※
ス
テ
ッ
プ
１
の
継
続
実
施

沿
道
の
高
度
利
用
化
と

環
境
空
地
の
確
保
促
進

施
策
２
-３

沿
道
の
高
度
利
用
と
環
境
空
地
の
確
保
促
進

（
駅
周
辺
エ
リ
ア
）

に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た
昼
夜
間
人
口
の
増
加
と

ゆ
と
り
あ
る
街
歩
き
空
間
の
確
保

施
策
２
-３
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関
係
主
体
の
総
動
員
で
、
核
の
魅
力
を
エ
リ
ア
全
体
に
波
及
さ
せ
魅
力
あ
る
沿
道
や
風
景
を
創
出
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
３
：
面

５
．
重
点
的
な
取
組
み 2
6

津
島
駅

防
災
性
を
高
め
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

安
全
・
安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

空
き
家
・
空
き
店
舗
等
の
活
用
促
進

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
と
地
域
経
済
の
活
性
化

地
域
資
源
や
公
共
空
地
等
を
活
用
し
た

集
客
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
と
拡
大

来
訪
機
会
・
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
機
会
の
創
出

津
島
神
社

天
王
通
り

地
元
が
主
体
と
な
っ
た

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
町
ぐ
る
み
で
協
力
し
て
実
施

ス
マ
ー
ト
技
術
等
を
活
用
し
た

新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

回
遊
性
向
上
・
ま
ち
な
か
で
の
滞
在
時
間
の
延
伸

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
沿
道
空
間
の

高
質
化

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
沿
道
空
間
の
高
質
化

市
民
や
来
訪
者
が

快
適
に
愛
着
を
持
っ
て
過
ご
す
空
間
形
成

天
王
川

公
園

空
き
家
・
空
き
店
舗
等
の
活
用
促
進

防
災
性
を
高
め
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

ス
マ
ー
ト
技
術
等
を
活
用
し
た

新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

地
元
が
主
体
と
な
っ
た

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

地
域
資
源
や
公
共
空
地
等
を
活
用
し
た

集
客
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
と
拡
大

施
策
３
-１

施
策
３
-２

施
策
３
-３

施
策
３
-４

施
策
３
-５

施
策
３
-６

施
策
３
-１

施
策
３
-２

施
策
３
-３

本
町
筋

施
策
３
-４

施
策
３
-５

施
策
３
-６
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2
7

６
．
継
続
的
な
構
想
の
推
進
に
向
け
て


「
つ
し
ま
ち
ぐ
ら
し
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
、
地
元
住
民
、
民
間
事
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分
野
を
活
か
し
て
、
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。
構
想
を
策
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
取
組
を
推
進
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
が
適
切
な
役
割
分
担
の
下
に
「
権
利
と
責
任
」
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

津
島
市
・
関
係
機
関

自
治
会
・
地
元
組
織

商
店
街
・
地
元
事
業
者

都
市
基
盤
の
改
築

制
度
・
し
く
み
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
支
援

制
度
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用

話
合
い
・
活
動
へ
の
参
加

魅
力
あ
る
目
的
地
づ
く
り

話
合
い
・
活
動
へ
の
参
加

仲
間
づ
く
り

仲
間
づ
く
り

情
報
発
信

情
報
発
信

情
報
発
信

ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
・
共
有


行
政
は
、
市
内
全
体
へ
の
波
及
を
見
据
え
て
、
道

路
や
駅
前
広
場
と
い
っ
た
都
市
基
盤
の
ハ
ー
ド
整

備
や
、
ま
ち
な
か
が
よ
り
よ
く
な
る
た
め
の
わ
か

り
や
す
い
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
実
現

へ
の
道
筋
を
つ
け
ま
す
。


地
元
の
方
に
は
、
日
常
生
活
の
場
と
な
っ
て
い
る

地
域
を
見
直
し
、
よ
り
安
全
安
心
で
快
適
に
過
ご

せ
る
環
境
と
す
る
取
組
み
を
考
え
て
実
施
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。


民
間
事
業
者
の
方
に
は
、
店
舗
で
の
事
業
を
地
域

に
波
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
魅
力
を
顕
在
化
し
、
エ

リ
ア
の
価
値
を
高
め
て
い
く
役
割
を
期
待
し
ま
す
。
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2
8


本
構
想
に
位
置
づ
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
べ
き
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、

多
く
の
施
策
が
多
様
な
主
体
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。


こ
の
た
め
、
市
が
主
体
と
な
り
市
民
と
将
来
の
ま
ち
の
姿
を
「
え
が
く
」
と
と
も
に
そ
れ
を
共
有
す
る
こ
と
、
市
や
事
業
者
が
主
体
と
な
り
ま
ち
を

「
つ
く
る
」
こ
と
、
地
元
の
方
や
民
間
事
業
者
等
の
方
が
主
体
と
な
り
ま
ち
の
空
間
を
「
つ
か
う
」
こ
と
を
相
互
に
関
連
付
け
な
が
ら
施
策
を
推
進

し
、
将
来
像
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
計
画
の
進
め
方
イ
メ
ー
ジ

資
料
：
駅
ま
ち
デ
ザ
イ
ン
検
討
会

駅
ま
ち
デ
ザ
イ
ン
の
手
引
き
（
令
和
３
年
９
月
）
を
編
集

○
え
が
い
た
将
来
の
ま
ち
の
姿
に
沿
っ
て
地
元
の

方
等
の
方
が
ま
ち
の
空
間
を
つ
か
っ
て
み
る

○
ま
ち
の
空
間
を
使
っ
て
み
て
感
じ
た
課
題
を
ま

ち
の
将
来
像
に
反
映
す
る

○
市
民
等
が
ま
ち
の
空
間
を
つ
か
っ
て
み
て
感
じ

た
課
題
を
踏
ま
え
て
、
市
や
事
業
者
が
ま
ち
の

空
間
を
つ
く
る

○
市
や
事
業
者
が
つ
く
っ
た
ま
ち
の
空
間
を
市
民

が
つ
か
う

○
市
が
主
体
と
な
り
、
市
民
と
共
に
え
が
い
た
将

来
の
ま
ち
の
姿
に
沿
っ
て
市
や
事
業
者
が
ま
ち

の
空
間
を
つ
く
る

○
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
の
空
間
を
市
が
将
来
の
ま
ち

の
姿
に
組
み
込
む

６
．
継
続
的
な
構
想
の
推
進
に
向
け
て
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2
9

７
．
各
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
図

駅
前
広
場
周
辺
の
イ
メ
ー
ジ
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3
0

７
．
各
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
図

駅
周
辺
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
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3
1

７
．
各
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
図

歴
ま
ち
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
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3
2

７
．
各
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
図

神
社
公
園
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
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別
添
資
料
９

 
津
島
神
社
周
辺
の
歴
史
 

１
．
対
象
地
の
主
な
歴
史
 

                           .  
 

検
討
対
象
区
域

 

54
0
年
 

・
津
島
神
社
創
建
 

71
7
年
 

・
尾
張
太
古
図
に
津
島
は
伊
勢
湾
海
中
の
一
小
島
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
【資

料
１
】 

鎌
倉
時
代
 

・
京
都
と
鎌
倉
を
つ
な
ぐ
東
海
道
の
往
来
が
盛
ん
で
あ
り
、
津
島
湊
も
、
天
王
川
沿
い
の

湊
と
し
て
、
伊
勢
や
桑
名
と
の
往
来
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
湊
町
と
し
て
発
展
し
た
。
 

・
津
島
神
社
は
、
神
仏
習
合
の
祭
神
牛
頭
天
王
を
祭
る
疫
病
退
散
の
神
社
で
、
疫
病
が
流

行
し
た
中
世
に
厚
く
信
仰
さ
れ
、
全
国
か
ら
は
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
た
。
 

・
こ
の
よ
う
に
検
討
対
象
区
域
は
、
津
島
神
社
の
門
前
町
と
し
て
も
発
展
し
た
。
 

南
北
朝
時
代
末
 

・
船
が
停
泊
す
る
「
湊
」
、
積
み
込
ん
で
い
た
物
資
を
販
売
す
る
「
市
」
、
物
資
を
積
み

降
ろ
し
中
継
す
る
「
問
」
と
い
う
機
能
を
有
す
る
中
世
の
小
都
市
（
湊
町
）
に
な
っ
て

い
た
。
【資

料
２
】、
【資

料
３
】 

戦
国
期
 

（
16

世
紀
）
 

・
大
地
主
・
酒
屋
・
武
器
商
人
・
土
倉
（
金
融
業
）
あ
る
い
は
廻
か
い
船
せ
ん
業
者
・
馬

借
（
運
輸
業
）
等
の
富
裕
層
が
、
自
治
組
織
「
惣
」
を
作
り
上
げ
、
津
島
の
「
津
島
五

ヶ
村
」
の
政
治
経
済
を
支
え
て
い
た
。
 

・
「
津
島
五
ヶ
村
」
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
尾
張
津
島
天
王
祭
の
と
き
に
車
楽
舟
を
出
す

地
区
で
あ
る
。
 

―
 

・
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
天
王
信
仰
の
布
教
者
で
あ
る
津
島
御
師
が
全
国
の

村
々
を
廻
り
津
島
神
社
の
繁
栄
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
 

江
戸
時
代

 

・
天
明
年
間
(1
78
1～

89
年
)ま

で
津
島
に
は
木
曽
川
の
支
流
の
天
王
川
が
注
い
で
い
て
、

天
王
川
公
園
辺
り
に
津
島
湊
と
い
う
川
湊
が
あ
り
、
津
島
天
王
社
（
現
津
島
神
社
）
の

門
前
町
と
し
て
、
ま
た
交
通
の
要
衝
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
。
【資

料
４
】 

・
天
王
川
は
土
砂
の
堆
積
と
治
水
に
よ
っ
て
水
量
は
減
り
、
天
明
５
年
(1
78
5)
に
は
天
王

川
公
園
北
端
辺
り
で
堤
が
築
か
れ
、
北
側
の
河
原
は
美
し
い
蓮
田
に
姿
を
変
え
た
。
 

【
写
真
１
】
、
【
写
真
２
】
 

明
治
時
代

 

・
津
島
を
含
む
木
曽
川
の
沿
岸
地
域
は
、
た
び
た
び
水
害
に
み
ま
わ
れ
る
地
域
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
明
治
政
府
に
よ
る
木
曽
川
大
改
修
工
事
が
明
治

20
年
（
18
87
）
よ
り
開
始

さ
れ
た
。
 

・
明
治

34
年
（
19

01
）
に
佐
屋
川
と
天
王
川
の
合
流
地
点
の
締
切
り
工
事
が
完
了
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
津
島
湊
は
封
鎖
さ
れ
、
湊
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
。
 

・
片
岡
春
吉
が
開
発
し
た
片
岡
式
織
機
、
及
び
染
色
整
理
加
工
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
毛

織
物
産
業
が
津
島
の
主
産
業
と
な
り
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
春
吉
は
そ
の
成
果
を

独
占
す
る
こ
と
も
な
く
、
尋
ね
て
く
る
人
に
は
そ
の
技
術
を
す
べ
て
教
え
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
津
島
も
含
め
た
尾
張
西
部
地
方
は
毛
織
物
産
業
地
帯
と
し
て
発
展
し
た
。
 

     

 

【資
料
１
】尾

張
太
古
図

 
【
資
料
２
】
「
市
」
「
問
」
と
し
て
発
展
し
た
際
の
天
王
川
と
津
島
五
ヶ
村

 

【
天
王
川
の
そ
の
後
】

 

天
王
川
の
名
残
で
あ
る
丸
池
を
中
心
と
し
た
天
王
川
の
河
川
敷
跡
は
、
現
在
、
天
王

川
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

 

そ
の
後
、
大
正
８
年

(
1
9
1
9
)
頃
よ
り
蓮
田
を
埋
め
立
て
て
、
町
並
み
が
形
成
さ
れ
た
。
 

【写
真
１
】
当
時
の
蓮
田
の
様
子

 

【資
料
３
】津

島
神
社
と
天
王
川
の
位
置

 

【
写
真
２
】天

王
川
公
園
の
現
在
の
景
観

 

【
資
料
４
】
天
王
川
を
東
か
ら
見
た
図
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２
．
津
島
神
社
の
歴
史

 

                                   

（１
）津

島
神
社
の
歴
史

 

・
津
島
神
社
は
、
欽
明
天
皇
元
年
（
54
0
年
）
創
建
と
伝
わ

る
牛
頭
天
王
社
の
総
本
社
で
あ
る
。
全
国
に

30
00
社
以

上
の
分
霊
社
が
あ
り
「
西
の
八
坂
神
社
、
東
の
津
島
神

社
」
と
も
言
わ
れ
、
疫
病
や
厄
除
け
の
神
様
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
。
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
の
信
仰
も
深
く
、

徳
川
家
康
の
四
男
松
平
忠
吉
の
妻
か
ら
は
本
殿
、
豊
臣

秀
吉
か
ら
は
桜
門
を
寄
進
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
国
の
重
要

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 

（２
）加

藤
清
正
と
の
関
係
性

 

・
現
在
の
名
古
屋
市
中
村
区
で
生
ま
れ
た
加
藤
清

正
は
幼
少
の
こ
ろ
に
父
を
亡
く
し
、
母
と
共
に

津
島
（
叔
父
の
と
こ
ろ
）
に
移
っ
た
。
明
治

18

年
（
18
8
5）
、
清
正
の
叔
父
の
屋
敷
跡
と
伝
え
ら

れ
る
上
河
原
町
に
、
清
正
の
徳
を
し
の
ん
で
清

正
公
社
が
建
て
ら
れ
た
。
 

・
叔
父
の
屋
敷
で
幼
少
の
清
正
が
鬼
の
面
を
か
ぶ

っ
て
泥
棒
退
治
を
し
た
逸
話
が
残
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
も
と
に
し
て
始
ま
っ
た
祭
が
「
鬼
祭
（
市

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）」

で
あ
る
（
た
だ
し
、

現
在
は
休
止
中
で
あ
る
）。

 

・
妙
延
寺
は
愛
知
県
下
で
戦
国
時
代
か
ら
あ
っ
た

最
も
古
い
寺
子
屋
で
、
加
藤
清
正
が
手
習
い
を

受
け
、
妙
延
寺
に
は
、
清
正
が
習
字
紙
を
掛
け

た
松
が
あ
っ
た
。
 

（１
）織

田
信
長
と
の
関
係
性

 

・
織
田
信
長
は
津
島
衆
と
言
わ
れ
る
地
元
の
有
力

者
ら
を
家
臣
に
し
て
、
大
き
く
力
を
伸
ば
し
た
。

『
信
長
公
記
（
江
戸
時
代
初
期
）』

に
は
、
信
長

が
津
島
の
堀
田
道
空
屋
敷
で
踊
り
を
し
た
記
事

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
 

・
織
田
信
長
が
天
王
橋
か
ら
尾
張
津
島
天
王
祭
を

見
物
し
た
と
の
記
録
が
『
大
祭
筏
場
車
記
録
』

に
残
っ
て
い
る
。
 

３
．
歴
史
上
の
人
物
と
検
討
対
象
区
域
と
の
関
係

 

津
島
神
社
楼
門
（国

指
定
重
要
文
化
財
） 

・
天
正

20
年
（
15
92
）
の
建
立
と
考
え
ら
れ
、

豊
臣
秀
吉
の
寄
進
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

津
島
神
社
南
門

(県
指
定
有
形
文
化
財

) 

・
慶
長

3
年
（
15
98
）
7
月
、
豊
臣
秀
吉
の
病
気
平
癒

の
た
め
、
子
の
秀
頼
が
発
願
し
、
当
時
の
清
州
城
主

福
島
正
則
が
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

津
島
神
社
本
殿
（国

指
定
重
要
文
化
財
） 

・
慶
長

10
年
（
16
05
）
に
徳
川
家
康
の
四
男
で
、
当

時
尾

張
藩

主
で

あ
っ

た
松
平

忠
吉
が

病
弱

の
た

め
、
妻
の
政
子
（
井
伊
直
政
の
娘
）
の
方
か
ら
夫
の

健
康
祈
願
の
た
め
に
寄
進
さ
れ
た
建
物
。
 

（２
）歴

史
的
な
建
築
物

 
清
正
公
社

 

清
正
幼
少
盗
賊
退
治
之
図

 

妙
延
寺

 

信
長
公
記
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1
0
 
イ
ン
フ
ラ
整
備
状
況
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1
1
　
地

形
測

量
図
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別添資料 12 堀田家住宅壁面写真 

 

 

 

 

 

 

津島市教育委員会社会教育課

と協議の上、塗り替え可能。 
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13
 
北
側
水
路
整
備
予
定
箇
所
 

②
 

③
 

④
 

北
側
水
路
 

①
 

：
北
側
水
路
の
整
備
予
定
箇
所
。
水
路
敷
地
幅

50
cm
～
10
0c
m
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。
既
存
水
路
の

一
部
が
津
島
神
社
敷
地
に
入
っ
て
い
る
た
め
、
本
市
が
令
和
６
年

12
月
ま
で
に
市
所
有
地
側
(南

側
)に

整
備
し
な
お
す
。
 

水
路
敷
地
を
定
期
借
地
に
含
め
る
か
否
か
は
、
本
市
と
活
用
事
業
者
の
協
議
に
よ
り
決
定
す
る
。
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